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LSSによるメディアの内容分析
ウクライナ危機におけるロシア国営メディアのバイアス (Watanabe 2017)



Latent Semantic Scalingを作った背景
• ウクライナ危機におけるロシア国営メディアを分析するため

• 2013年9月にキエフで反政府運動が始まり，翌年3月にクリミアがロシ
アに併合され，東部ではウクライナ軍と民兵の戦闘が始まる

• ロシアの通信社によって2年間で20万件のウクライナに関するニュース
が発行された

• メディアの量的分析の方法が確立していない
• バイアスを測定するためには，通時的に大量の文書を分析しなくては
いけない

• 既存のキーワード辞書がウクライナ危機で使えるかどうかは定かでは
ない



メディア研究における報道バイアス
• バイアスはメディア研究の中心的な問題

• バイアスはジャーナリズムに関して一番広く議論されている問題のひ
とつ (Barkho, 2013b; Donsbach & Klett, 1993; Maras, 2012)

• ニュースのバイアスの定義の不一致
• ニュースのバイアスは客観性，中立性，平等性，公平性（objectivity,

impartiality, balance, fairness）の欠如とされる
• 実証研究では測定方法によってバイアスの定義が異なる

• バイアスの研究はアメリカのメディアの研究が中心
• アメリカにおける選挙報道（政党，候補者，アジェンダ）が研究中心
であった

• 党派性のある国際メディアでは国内メディアと同じ方法を使えない



従来の研究のアプローチ
• 二等分の基準（50-50 benchmark）

• 異なる集団や話題に関する報道のトーンや量が同じでなくては
• アメリカの二大政党制とFCCの機会均等の原則（Fairness Doctrine）に
基づく

• メディアの多様化により機会均等の原則は1987年に廃止
• その他の基準

• 人口の地理的な分散（Cushion, Lewis, and Groves 2009）
• アイルランド議会における政党の割合（Brandenburg 2005）



LSSを使った研究のアプローチ
• 定義：ニュースの発行者の利益のためのメディアの利用

• 中立性の欠如に近いが，平等性は問題にならない
• 報道内容の客観性や正確性も問題にならない

• 測定：重要な問題に関するフレーミングの変化
• 複数のメディアを通時的に分析し，内容の変化を相対的に分析する

• ウクライナの民主主義と主権に関するポジティブ／ネガティブ感情
• 中国の汚職問題に関する宣伝／番犬フレーム

• “Consistent patterns in the framing of mediated communication that 
promote the influence of one side in conflicts over the use of 
government power” (Entman 2010)



LSSを用いた測定の論理
• 報道は記事にできるすべての事象から一部を選択する作業

• 特定の集団や話題の系統的な選択が報道バイアスを生じさせる
• 政治的な動機づけによって系統的な選択が行われる

記事にできる
事象

TASS

Interfax

ロシア政府



LSSによる内容分析
• 主題に関する記事を広く収集

• TASSとInterfaxによるウクライナに関する英語の記事を収集
• キーワード検索でデータベース（NexisとIntegrum）からダウンロード

• 主題に強く関係する記事をより厳密に選択
• Newsmapを用いてウクライナでの出来事に関する記事を選択
• キーワード辞書分析で民主主義と主権に関する記事を選択

• 選択された記事からLSSを作成
• Quantedaの前身となるプログラムで文書の前処理を行い，文書行列を作成
• LSSに感情種語を与え，文書行列から語の極性を推定

• LSSで記事に対して感情スコアを与える
• ポジティブ／ネガティブ



ウクライナの民主主義のフレーミング

E1  Yanukovich demands legal reforms to MPs for EU association plan 
E2  The trade agreement with the EU is abandoned by Yanukovych
E3  Protest against the pro-Russian regime in Kiev intensifies

E4  Yanukovych is removed from presidency by the parliament
E5  Crimea referendum is held and 95% support accession
E6  Military operations against separatists are launched



ウクライナの主権のフレーミング

E1  Yanukovich demands legal reforms to MPs for EU association plan 
E2  The trade agreement with the EU is abandoned by Yanukovych
E3  Protest against the pro-Russian regime in Kiev intensifies

E4  Yanukovych is removed from presidency by the parliament
E5  Crimea referendum is held and 95% support accession
E6  Military operations against separatists are launched



LSSによるアジア言語の分析
日本とイスラエルの新聞報道における核脅威の比較分析 (Watanabe et al, 
2022)



アジア言語の重要性
• メディア制度や政治体制の研究では国際比較が広く行われてい
る

• メディアや議会政治の研究では，記事の数や発言回数だけではなく，
内容分析を求められる

• 英語が使われている国だけでは世界的な現象を研究できない
• 世界的な出来事に関する研究では，同様な方法で複数の国や言語の文
書を分析しなくてはならない

• 中国の台頭によってアジアの重要性が高まっている
• 中国やその周辺の国々の文書を分析する必要がある



アジア言語の量的分析
• ソフトウェアが未発達で準備が煩雑だった

• 前処理のために形態素解析プログラムなど外部ツールが必要だった
• ソフトウェアの発達によって前処理から応用分析まで単一のツールで
できるようになった

• アジア言語ではキーワード辞書が少ない
• フレーミングなど特定の概念に関する分析を行えない
• LSSは少数の種語を選択するだけで文書の極性を測定できる

• 中国語：宣伝／番犬 (Yu, 2023)
• 韓国語：過去／現在 (Matsuo et al., 2023)
• アラビア語：融和／対立 (Yamao, 2019)



日本語のトークン化
トークン化で文書を単語や記号などの個別の要素に分割する



中国語のトークン化
トークン化で文書を単語や記号などの個別の要素に分割する
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日本とイスラエルの保守系新聞の分析
• 日本とイスラエルで保守系新聞のバイアスを測定する

• 保守政権下では保守新聞が安全保障上の脅威を強調する傾向にあるだ
ろう（political parallelism）

• 脅威を強調することは，政権支持を高めることに貢献するだろう
（rally-around-the-flag effect）

• 安全保障に関する情報の流れは一方向であることが多い
• 人々は新聞に依存し，新聞は政府に依存する

• LSSを使うと多言語比較分析ができることを示す
• これまで分析が難しかった日本語とヘブライ語の分析を同じ手法で分
析する



日本語とヘブライ語の種語
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Polarity Japanese Hebrew (English)
Threat 危険, 敵意, 壊滅, 危害, 

衝突, 攻撃
 ,תוקפנות ,מסוכן ,סכנה
הרס
 ,תאונה ,פוגע ,פגע
פגיעה ,התנגשות

dangerous, hostility, 
complete destruction, 
harm/harmful, 
crash/collide, attack

Secure 対話, 支持, 機会, 交渉, 
成功, 貿易

  ,עזרה ,שיחות ,התקפה
 ,משא ומתן ,הזדמנות,
מסחר ,הצלחה

talk/dialog, 
support/assist, 
opportunity
negotiation, success, 
trade



LSSによる極性判定の概念
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日本語の極性語
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pre-emptive

use

enemy country

use of force

shelling

terrorists

ballistic missiles

satellites

warhead
solve problems additional sanctions

launch test



ヘブライ語の極性語
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bombing
fire

reaction
existentialterror

destruction

capable

relationships

internationalcongress

enrichment

stop

enrichment



日本の新聞
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イスラエルの新聞
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LSSの課題と展望
• トピックモデルと組みわせたより精査な分析ができる

• Sequential LDAと組み合わせると文節単位の分析ができるようになる
(Watanabe & Baturo, 2023)

• 種語の選択をより簡単にする
• 研究者が手で種語の選択を行うべきだが，その良し悪しを検証する手
法を開発する必要がある

• 文書レベルでの測定エラーを小さくする
• 教師あり学習モデルと比較すると，測定エラーがかなり大きい

• パラメーターの最適化を行えるようにする
• LSAの次元数（200 ≤ k ≤300）を最適化する方法を開発する必要がある
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